
お薬について 

 

当院では、主に人医用の医薬品を使用することが多くなります。そもそも、日本で認可されている動物用医

薬品が少ないことがその原因ですが、人医薬でも投薬が難しいもの、製品がないもの、剤型が不適当なもの、

高価なものなどは使用が難しく、このような場合は日本および海外の動物用医薬品や海外の医薬品（海外の

製剤は、厚労省や農水省の許可を個々にいただきます）を使用します。 

 

もちろん、これらの医薬品や海外の医薬品、動物用医薬品は、動物への安全性や有効性が認められている

薬品であり、日本に同等の動物用医薬品がないものに限られます。もちろん、できるだけ動物用医薬品を使用

することが理想ですが、必要な薬品のほとんどが日本では動物用としては製造・認可されていないのが現状で

す。 

 

薬品には、元々人医用も動物用もあるわけではなく、全て同じ成分・品質です。動物用医薬品とは、国に

認可されている薬品を指しますが、日本ではまだまだ小動物獣医療が重視される環境になく、国の認可制度

や開発ｺｽﾄ、市場規模なども関与し、動物用医薬品の開発や製造が少ない状況です。また、動物に使用でき

る薬効成分や適性投薬量、投薬適合性などの調整は、非常に難しいものとなります。 

 

薬物治療は、身体にとって有効な薬効が役に立つ医療や獣医療の中心的な治療法です。しかし、薬剤は

身体にとって負担や有害となる副作用や過剰投与というものもあり、できるだけ薬剤は使用しないという考え方

は医療や獣医療の基本です。しかし、投薬の危険性よりも病気の負担や苦痛の方がはるかに危険であることが

多く、薬物治療を行わずに疾病を放置する危険性は高く、やはり薬物療法は重要な治療ということになります。 

 

例えば、動物の自然治癒力を過大評価し、「自然治癒力に任せるべき」という議論が時折なされますが、根

本的に自然治癒力では抗しきれないから病気になるわけですから、この治癒力をすべて否定するつもりはありま

せんが、過度の期待をかけることは動物を苦しめるだけでなく、生命の危険にもつながります。この低下した治癒

力をどのように助け、そして高めてあげることができるか、高められないのであれば今後の補填をどうするのか、これ

が治療の原則です。 

 

また、犬や猫たちに動物ということだけで動物の強さを期待される方もいらっしゃいますが、動物は人に比べて

優れた部分をたくさん持っていますが、今の社会ではむしろ弱者でもあります。また、野生動物としてではなく人と

共生する現状では、強い種だけが淘汰されている野生動物とは大きく異なり、適者生存ではなく弱い個体も幸

福に生きていける動物福祉の元の生存です。このような状況で、本来動物が持っているべき治癒力だけに頼る

のは、危険な発想であると言わざるを得ません。 

 



薬物治療の原則は、薬剤の特性をしっかり理解し、薬効や薬用量、調剤方法、副作用、投薬禁忌、併用

禁忌薬などを熟知し、適切に処方することであり、特に薬品自身の危険性と濫用・誤用のﾘｽｸに注意し、これら

を徹底することで薬物治療のﾘｽｸは最小限にすることができます。ただし、薬物治療の危険性は、実は薬剤の

処方よりも処方された後の投薬の状況にあることが多いのも事実です。 

 

病気の相談を受けた際に、必ずするｱﾄﾞﾊﾞｲｽは、治療や投薬を獣医師の指示通りに行うこと、疑問や不安

があればしっかりと主治医と相談すること、特に自分や周りの意見、情報などは大切にしつつそれらに惑わされる

ことなく適切に取捨選択し、これも迷った時はしっかり相談すること、この２点です。このような相談の中で、病気

の悪化や治療の効果不足はこれら２点ができていないことが原因になっていることが多いです。本来は、このよう

なお話もｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞｺﾝｾﾝﾄであり、前もって主治医から説明されていないことも多いのですが。 

 

そのため、最近では投薬ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽが大事であるという考え方が普及してきましたが、実際には世の中にお

薬という存在が現れたときからこのｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽは、守らなければいけないことです。投薬ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽとは、医師や

獣医師の指示通りに正しく投薬することで、決められた「量・時間・期間」を守って確実に投薬を行う「投薬遵

守」を言います。このｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽについて、説明をする機会が多いのですが、これを理解していないことが治療の

失敗や副作用の発現を助長してしまうと言っても過言ではありません。 

 

動物への投薬量は、人のように成人、小児、幼児などの区別ではなく、基本的には体重や体表面積から算

出しますが（体重が 100g違うだけで投薬量も異なります）、動物種や年齢、代謝、体質、体調、病状、疾

患、薬品の種類などによって全て異なります。また、薬剤によって全ての薬用量は大きく異なり、同じ薬剤でも使

用目的によって薬用量は変化します。同じように薬剤の副作用や使用禁忌、使用する剤型や投薬方法も上

記の通りに異なります。 

 

一般的には、犬や猫でも使用する薬剤は異なることもあり、薬用量も投薬量も異なります。特に種差や品

種差、年齢差は要注意で、犬に投薬できても猫では禁忌、あるいはｼｪﾙﾃｨ種は禁忌というようなことも少なくあ

ります。また、同じ薬剤でも使用する年齢で大きく変わることもあります。 

 

最近では減りましたが、今でも時折ご自身の医薬品を減らして動物に投薬される方がいらっしゃいますが、こ

れは誤用であるだけでなく非常に危険なことです。薬品によっては、人の数倍も服用しなければ効果の出ないも

のや数十分の一の量でも毒性が出る薬品もあります。 

 

薬品の効果は、効果のある薬品量が体内あるいは患部にいきわたった時の濃度（薬効濃度）と持続時間

によって左右されます。効果が認められる濃度を持続させられるか、これが薬用量と投薬回数を決める根拠とな

ります。簡単に言えば、服薬量が少なければ薬効濃度に達することはなく、服薬回数が少なければ薬効濃度を

持続することができません。これらは、点眼薬や点耳薬、点鼻薬、外用薬なども同様です。 



例えば、１日２回、１錠ずつ服用する薬品があるとします。この情報だけで、この薬品は１錠より少ない服

薬量では効果が出ないこと、薬効の持続時間は半日くらい、ということが分かります。投薬量や回数が少なくな

れば、薬剤の有効時間も短くなり、薬剤が効いている時間と効いていない時間＝病気が治っている時間と悪化

しているあるいは治っていない時間、ということになり、薬効時間が持続できなければ薬効は半減するばかりか全

く発現しないことも多く、薬剤耐性の発生や副作用の発現、病状の悪化も考えられます。もちろん、投薬量と

投薬回数を多くすることは、薬効も強化されることもありますのでそのような使用もありますが、副作用や毒性の

発現の可能性も大きくなることに留意する必要があります。 

 

投薬量や投薬回数を少なくすれば、少しだけ効く、優しく効く、などというようなことはなく、全く効かない、ある

いは薬品耐性ができやすいなど必ず問題が起こります。 

 

 

 

 

投薬期間は、あくまで病気や病状がしっかり治るまで、しかも治りきって再発や再燃、悪化が起こり得ない状

況まで、しっかり行う必要があります。最初に症状が改善しても、あくまで薬剤の効果で良くなっているだけで、こ

れは治癒ではなく緩和であり、ここで投薬をやめてしまうと症状は再燃します。だいたい症状が消失してから１～

２週間の投薬が必要と考えられていますが（例えば胃腸薬や抗生物質など）、病気の種類や病状の重篤

度、慢性および難治性疾患などはより４週間あるいはそれ以上の長期の投薬が必要となります。このように、早

期に薬物治療をやめてしまうと病気の再燃や再発ばかりでなく、薬物治療への耐性の獲得によって後の治療に

も影響しかねません。また、病状も再燃と悪化を繰り返すことで徐々に疾病は進行していき生命に関わることと

なり、そこまでの進行がなくともさらに疾患の慢性化や難治性化を引き起こします。ただ治すだけではなく、最後

までしっかり治すこと、最良の状態に治すことが最も重要です。 
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また、薬剤によってはﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞを起こすものもありますが、このﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞは薬剤の性質のために起こるもので、

副作用ではなく正しく使用すれば何ら問題はありませんが、急な投薬中止によって起こります。このようなﾘﾊﾞｳﾝ

ﾄﾞは減薬や多剤への移行で十分防ぐことができます（副腎皮質ﾎﾙﾓﾝや H2 ﾌﾞﾛｯｶｰがこれに当たります）。も

ちろん、薬剤にはﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞがないほうが良いのですが、残念ながらこれらの薬剤の効果は非常に優秀で、他に

代わる薬剤がないためやむを得ない部分があります。 

 

このように、薬剤を使用するにあたってこのｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽを守らなければその効果は表れないばかりか、ﾃﾞﾒﾘｯﾄ

が大きくなってしまいます。ご自身の判断で投薬量や回数、期間を変えてしまう方がいらっしゃいますが、実はむ

しろとても危険なことです。また、安易に投薬や服薬をすることも危険ですし、薬剤に対して必要以上に不安を

抱いたり、その気持ちのまま投薬を続けることも決して良い結果を生みませんので、このような場合は必ず主治

医と相談してください。 

 

 


